
 

令和２年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験第１次筆記試験の教科専門試験 

（商業）に関する出題ミスについて 

 

 

 令和元年７月２１日(日)に実施した令和２年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験

高等学校区分の商業の第１次筆記試験において、下記のとおり出題ミスがありましたので発

表します。 

 

記 

 

１ 内 容 

 

問題Ⅵの図１ 流れ図中の二分探索処理の下記の   印の箇所において、処理の表記に

誤りがあるため、正答を求めることができなかった。 

 

  Ⅵ 図１（抜粋） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対 応 

 

  関係する問題、③～⑤及び⑦～⑨について、受験者全員正解として得点を与えることと 

した。 

表１ 

表３ 

出力形式 

表２ 

図１ 

令２ 高等学校商業(６枚のうち３) 

（解答はすべて、解答用紙に記入すること) 

 

Ⅵ 図１は、表１～表３の配列を用い、処理条件にしたがって出力形式を表示する流れ図である。あとの   内にある問いに答えな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本日の売上金額） 

（店舗名） （売上金額） （順位） 

×××××× ×××××× 1 

×××××× ×××××× 2 

×××××× ×××××× 2 

×××××× ×××××× 4 
 
 

～  
 

×××××× ×××××× × 
     
 (本日最も売上の多かった地域名） 東北 
      

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配列 (0) (1) 

URI 店舗コード 売上金額 

(0)     

(1)  102  54000 

(2) 304  75000  

～ ～ ～ 

(N) 902  17000  

配列 (0) (1) 

MISE 店舗コード 店舗名 

(0)     

(1) 101 小樽店 

(2) 102 札幌店 

(3) 201 青森店 

～ ～ ～ 
(50) 907 那覇店 

配列 (0) (1) 

AREA 地域名 売上合計 

(0)     

(1) 北海道 0  

(2) 東北 0  

(3) 関東 0  

～ ～ ～ 

(9) 九州沖縄 0  

＜処理条件＞ 

(1)本日の店舗ごとの売上金額は、配列 URI に格納済みである。この企

業は全国に50店舗を保有しているが、店舗によって定休日が異なる

ため、本日売上のあった店舗数はNである。 

(2)配列MISEは店舗コードの昇順に整列済みである。 

(3)配列AREAの行方向の添字は、店舗コードの百の位と対応している。 

(4)配列 URI に格納されているデータを売上金額の降順に並べ替えた

後、配列MISEを参照して、出力形式のように売上金額の多い順に順

位をつけながら出力する。ただし、売上金額が同じ店舗が複数あっ

た場合、順位は同順位とする。 

(5)(4)の出力処理を行いながら、配列 AREA に地域ごとの売上金額を集

計しておき、最後に本日最も売上の多かった地域名を出力する。た

だし、売上合計が同じ地域が複数ある場合には、配列の添字が小さ

い方の地域を優先して表示する。 

(6)流れ図中の除算はすべて、小数点以下が切り捨てられる。 

(7)配列のデータにエラーはないものとする。 

はじめ 

本日売上のあった店舗数 

→ N 

 

ループ1 

① 

ループ2 

Kは1から1ずつ増やして 

K < Eの間 

② 
NO 

YES 

ループ 3 

Rは0から1ずつ増やして 

R < 2の間 

URI (K , R ) → KARI 

URI (K+1 , R ) → URI (K , R) 

⑥ 

ループ3 

(Ⅰ) 

(Ⅱ) 

ループ2 

ループ4 

Kは1から1ずつ増やして 

K ≦ N の間 

 0 → KA 

 
 N + 1 → JO 

 (KA + JO) ÷ 2 → C  

ループ5 

URI (K , 0) ≠ MISE (C , 0)  

の間 

URI (K , 0) ③ 

MISE (C , 0) 

NO 

YES 

C → KA ⑦ 

 (KA + JO) ÷ 2 → C  

ループ5 

URI (K , 1) ＝ 

HOZON 

NO 

YES 

④ 

⑤ 

AREA (T , 1) + URI (K , 1) 

→ AREA (T , 1) 

ループ 4 

1 → MAX 

ループ 6 

Kは2から1ずつ増やして 

K < 10の間 

AREA (K , 1) >  

AREA (MAX , 1) 

NO 

YES 

⑨ 

ループ6 

AREA (MAX , 0) 

を出力 

１ 

２ 

図１ 

α  

おわり 

１ 図１の①～⑤にあてはまる内容をア～シからそれぞれ１つ選んで、そ

の符号を書きなさい。 

ア Eは１から１ずつ増やしてE < Nの間 

イ EはNから１ずつ減らしてE > 1の間 

ウ URI (K , 1)  <  URI (K + 1 , 1) エ JUN + 1 → JUN 

オ URI (K , 1)  >  URI (K + 1 , 1) カ K → JUN 

キ > ク < 

ケ URI (K , 0) ÷ 100 → T コ MISE(T , 0) ÷ 100 → K 

サ K + 1  →  JUN シ MISE(K , 0) ÷ 100 → T 

２ 図１の⑥～⑨にあてはまる内容を書きなさい。 

３ 図１の（Ａ）がつながるべき箇所を（Ⅰ）～（Ⅳ）から１つ選んで、

その符号を書きなさい。 

４ Ｎの値が10のとき、αの判断が実行される回数を書きなさい。 

(Ⅲ) 

ループ1 
(Ⅳ) 

 0 → HOZON 

URI (K , 1) → ⑧ 

MISE (C , 1) 

URI (K , 1) 

JUNを出力 

１ 

２ 

  

(Ａ) 

表１ 

表３ 

出力形式 

表２ 

図１ 

令２ 高等学校商業(６枚のうち３) 

（解答はすべて、解答用紙に記入すること) 

 

Ⅵ 図１は、表１～表３の配列を用い、処理条件にしたがって出力形式を表示する流れ図である。あとの   内にある問いに答えな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本日の売上金額） 

（店舗名） （売上金額） （順位） 

×××××× ×××××× 1 

×××××× ×××××× 2 

×××××× ×××××× 2 

×××××× ×××××× 4 

 
 

～  
 

×××××× ×××××× × 
     
 (本日最も売上の多かった地域名） 東北 
      

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配列 (0) (1) 

URI 店舗コード 売上金額 

(0)     

(1)  102  54000 

(2) 304  75000  

～ ～ ～ 

(N) 902  17000  

配列 (0) (1) 

MISE 店舗コード 店舗名 

(0)     

(1) 101 小樽店 

(2) 102 札幌店 

(3) 201 青森店 

～ ～ ～ 

(50) 907 那覇店 

配列 (0) (1) 

AREA 地域名 売上合計 

(0)     

(1) 北海道 0  

(2) 東北 0  

(3) 関東 0  

～ ～ ～ 

(9) 九州沖縄 0  

＜処理条件＞ 

(1)本日の店舗ごとの売上金額は、配列 URI に格納済みである。この企

業は全国に50店舗を保有しているが、店舗によって定休日が異なる

ため、本日売上のあった店舗数はNである。 

(2)配列MISEは店舗コードの昇順に整列済みである。 

(3)配列AREAの行方向の添字は、店舗コードの百の位と対応している。 

(4)配列 URI に格納されているデータを売上金額の降順に並べ替えた

後、配列MISEを参照して、出力形式のように売上金額の多い順に順

位をつけながら出力する。ただし、売上金額が同じ店舗が複数あっ

た場合、順位は同順位とする。 

(5)(4)の出力処理を行いながら、配列 AREA に地域ごとの売上金額を集

計しておき、最後に本日最も売上の多かった地域名を出力する。た

だし、売上合計が同じ地域が複数ある場合には、配列の添字が小さ

い方の地域を優先して表示する。 

(6)流れ図中の除算はすべて、小数点以下が切り捨てられる。 

(7)配列のデータにエラーはないものとする。 

はじめ 

本日売上のあった店舗数 

→ N 

 

ループ1 

① 

ループ2 

Kは1から1ずつ増やして 

K < Eの間 

② 
NO 

YES 

ループ 3 

Rは0から1ずつ増やして 

R < 2の間 

URI (K , R ) → KARI 

URI (K+1 , R ) → URI (K , R) 

⑥ 

ループ3 

(Ⅰ) 

(Ⅱ) 

ループ2 

ループ4 

Kは1から1ずつ増やして 

K ≦ N の間 

 0 → KA 

 
 N + 1 → JO 

 (KA + JO) ÷ 2 → C  

ループ5 

URI (K , 0) ≠ MISE (C , 0)  

の間 

URI (K , 0) ③ 

MISE (C , 0) 

NO 

YES 

C → KA ⑦ 

 (KA + JO) ÷ 2 → C  

ループ5 

URI (K , 1) ＝ 

HOZON 

NO 

YES 

④ 

⑤ 

AREA (T , 1) + URI (K , 1) 

→ AREA (T , 1) 

ループ 4 

1 → MAX 

ループ 6 

Kは2から1ずつ増やして 

K < 10の間 

AREA (K , 1) >  

AREA (MAX , 1) 

NO 

YES 

⑨ 

ループ6 

AREA (MAX , 0) 

を出力 

１ 

２ 

図１ 

α  

おわり 

１ 図１の①～⑤にあてはまる内容をア～シからそれぞれ１つ選んで、そ

の符号を書きなさい。 

ア Eは１から１ずつ増やしてE < Nの間 

イ EはNから１ずつ減らしてE > 1の間 

ウ URI (K , 1)  <  URI (K + 1 , 1) エ JUN + 1 → JUN 

オ URI (K , 1)  >  URI (K + 1 , 1) カ K → JUN 

キ > ク < 

ケ URI (K , 0) ÷ 100 → T コ MISE(T , 0) ÷ 100 → K 

サ K + 1  →  JUN シ MISE(K , 0) ÷ 100 → T 

２ 図１の⑥～⑨にあてはまる内容を書きなさい。 

３ 図１の（Ａ）がつながるべき箇所を（Ⅰ）～（Ⅳ）から１つ選んで、

その符号を書きなさい。 

４ Ｎの値が10のとき、αの判断が実行される回数を書きなさい。 

(Ⅲ) 

ループ1 
(Ⅳ) 

 0 → HOZON 

URI (K , 1) → ⑧ 

MISE (C , 1) 

URI (K , 1) 

JUNを出力 

１ 

２ 

  

(Ａ) 


